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あらまし：日本では，GIGA スクール構想の下，様々な学習ログが蓄積されている．この背景を踏まえ，
本研究では「学習習慣マイニング」を提案する．提案のワークフローに基づき，学習者の日常の学習ログ

により，学習習慣のタイプと段階を見いだし，学習者の英語の読書習慣を育成するための支援の具体例を

提示した．本研究は，「学習習慣マイニング」を多様な学習コンテクストに適用し，ユビキタス学習環境

において学習者に学習習慣に関する適切な支援を可能にすると期待する． 
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1. はじめに 
日本では，GIGA スクール構想の下，ユビキタス
学習環境が実現され，学習がいつでもどこでもでき

るようになっている(1)．これにより，様々な学習ログ

が蓄積され，これらのログデータにより，学習者の

独自の学習行動も明らかにできると考えられている
(2)．例えば，これまでの筆者らの研究では，日常の学

習における様々な学習ツールのログデータを横断し

て分析し，学習者の自己調整学習戦略を抽出できる

可能性を示した(3)．しかし，学習習慣の抽出やデータ

駆動型の支援については，まだあまり着目されてい

ない． 
そこで本研究は，「学習習慣マイニング」という概

念を提案する．「学習習慣マイニング」とは，学習者

の日常の学習ログにより，学習習慣のタイプと段階

を見いだし，それを習慣化させ，学習者を支援する

ことを目指す手法である．先行研究は学習習慣が学

習者の学力に影響を及ぼすと指摘してきた．特に，

学習者の生涯学習に対して，学習習慣を身につける

ことはより重要である(4)．したがって，本研究は，「学

習習慣マイニング」を通じて，データに基づく学習

習慣の育成ができると期待する．これを踏まえて，

以下の三つのリサーチクエスチョンを立てた． 
RQ1: 学習者の日常の学習ログにより，どのような
学習習慣を抽出できるか？ 
RQ2: 学習者がどのように学習習慣を形成するか？ 
RQ3: どのような介入を用いて学習習慣の育成を支
援できるか？ 
 
2. 「学習習慣マイニング」のワークフロー 
前述の通り，本研究は，学習習慣の抽出や育成を

目的にし，「学習習慣マイニング」のワークフローを

提案する．図 1はそれを構成する三つのステップを
示す．これらのうち，ステップ１は既に検証し，報

告している(5) , (6)．さらに，ステップ２は着手してお

り，これらを元にステップ３を実践する． 
ステップ１：日常の学習ログにより学習習慣のタイ

プの抽出 (RQ1) 
まず，このステップでは，学習ログの時系列デー

タに対してスライディングウィンドウを適用し，ウ

ィンドウサイズによって，「短期的な学習習慣」と「長

期的な学習習慣」を抽出する．「短期的な学習習慣」

は学習者が朝と夜のどちらに勉強するパターンであ

るかを意味し，「長期的な学習習慣」が学習を長期的

に継続させるか終盤に詰め込んで学習するかという

パターンを示す．前者を抽出する際には，ウィンド

ウサイズは週毎に設定される．例えば，これまでに，

数学の小テスト前の一週間の学習ログから，朝型タ

イプと夜型タイプの学習習慣を抽出した(5)．一方，後

者に対しては，ウィンドウサイズを試験直前や夏休

みなど特定の長期間に設定する．例えば，数学の試

験直前の三週間の学習ログに対して，継続的に学習

タイプと詰め込んで学習タイプの習慣を解明した(6)． 
ステップ２：習慣化する過程における学習習慣の段

階の検出 (RQ2) 
次に，学習習慣の習慣化する過程におけるその段

階を検出する．習慣化する過程には，前熟考期

（Precontemplation）・熟考期（Contemplation）・準備
期（Preparation）・実行期（Action）・維持期（Maintenance）
という五つの段階がある(7)．学習習慣の段階は，その

学習習慣タイプが一定期間内に抽出された頻度によ

って決まる．例えば，ある学習習慣のタイプが四ヶ

月連続で繰り返して起こる場合は，その学習習慣が

維持期の段階に至り，習慣化してきたと見なす．こ
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れに関しては，数学の小テスト前の一週間の学習の

仕方について，学習習慣の形成過程を解明の可能性

を指摘している(5)． 
ステップ３：学習習慣のタイプと段階に基づき習慣

化を目指す介入の提案 (RQ3) 
最後に，特定された学習習慣のタイプと段階に対

して，学習習慣を習慣化するための介入を提案する．

具体的には，ある学習習慣のタイプを育成するため，

習慣化が成立したことを示す維持期の段階に至るま

で，フィードバックを行う．フィードバックは学習

ダッシュボードを通じて行われ，学習者の習慣に対

して段階ごとに学習者が意思決定を行うことを支援

する．例えば，数学の小テストの学習習慣について，

習慣のタイプと形成段階に対するフィードバックを

提案している(5)． 
 

3. ワークフローの適用例 
これまでの研究は，提案のワークフローに基づき，

数学の学習習慣の抽出と育成を着目してきた（5）,（6）．

本稿では，さらに英語の絵本の読書習慣に対するデ

ータ駆動型支援の具体例を提示する． 
ステップ１：まず，日常の学習ログから，学習活

動が行われた時間帯によって，学習習慣タイプを抽

出した．その結果，図１中に示したように，朝型学

習タイプ（図 1.a）や夜型学習タイプ（図 1.b）の学
び方が存在することを明らかにした． 
ステップ２：次に，夜型学習タイプに対して，習

慣化までの段階を月毎に検出した（図 1.c）．その結
果，ある学習者がこの学習習慣を身につけることを

検討し，準備し，実際に行動したが，維持する（＝

習慣化に至る）ことはできなかったことがわかった． 
ステップ３：最後に，この分析をもとに習慣化を

促す介入を考えた．具体的には，この学習習慣が実

行期にとまっているということを特定したので，維

持期に至るため，「来月は毎週読みましょう！」とい

う具体的な指示をこの学習者に提案することが考え

られる． 

4. 結論・今後の課題 
本研究では学習習慣を育成するため「学習習慣マ

イニング」を提案した．さらに適用例として，その

ワークフローに基づき学習者の英語の読書習慣を支

援する例を提示した． 
本研究の「学習習慣マイニング」のワークフロー

は多様な学習コンテクストに適用できると期待され

る．これにより，ユビキタス学習環境において学習

習慣を身につける支援ができると考える． 
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図 1 「学習習慣マイニング」のワークフローとその適用例 
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